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学生選手権／
男子・女子フライト部門

上位入賞者(各部門3名)には、第2回全国ユースフライト・エアロビック選手権大会（1/21 袋井市）
に出場する権利が与えられる。
ただし、スポーツエアロビック2011フライト選手権大会地区大会ですでに代表となった選手は
対象外となる。

重要 !

学生選手権

高等学校選手権

： 国内の大学院、大学、短大、専門学校生

： 国内の高校生
参加資格



★「シングル部門」および「チームエアロビック部門」の演技順抽選について事前に大会実行委員会が厳正なる抽選を行い、
   大会１週間前にJAFホームページにて発表する。

競技要項

男子・女子シングル部門

○競技規則

○競技方法
○音　　源

：採点方法および競技規則の詳細については(社 )日本エアロビック連盟「JAF競技エアロビッ
　ク・採点規則2009 － 2012」に準ずる。
：男子・女子とも競技ルーティンのみの実施となる。
：大会当日受付にて提出のこと。

※高等学校選手権に出場する全選手は、「一般の部」のルールを適用する。

男子・女子フライト部門

フライト部門は、競技会リーダーのリードによって指示された動きを行い、その動きの遂行度を審査す
る競技方法です。前半 (20分 )・後半 (20分 )の計 40分間の実施となります。参加者全員で行うため、
初心者でも気軽に参加することができます。
前半・後半のルーティンについては、JAF HPにてご確認ください。

○服装規定：エアロビックらしい身体にフィットしたウェアおよびシューズを着用の事。
  (ジャージ・スウェット等、身体の動きが見づらいもの、また他のスポーツと紛らわしい服装は不可)

【競技規則】

チームエアロビック部門

チームエアロビック部門は、集団のハーモナイズされたパフォーマンスを競うチームエアロビックによ
る競技です。チーム全体の技術力、構成力、表現力が審査されます。

○人数構成：3名～7名
○演技時間：1分45秒±5秒
○音　　源：大会当日受付にて提出のこと。

【必修動作】
下記の 3つの必修動作をチーム全員が同じタイミングで 4回連続して行う。但し、身体の向きや
移動による位置の変化は自由とする。
1.ジャンピングジャック (4回 )

2.ハイレグキック (4回 )

3.プッシュアップ (4回 )

・両足を揃えた状態からジャンプして左右対称に開脚し、また、ジャンプして戻す。
・移動しながら 4回連続して行う。
・腕の動きは自由。ただし、全員が同じタイミングで実施する。

・両足を揃えた状態から軸足ではずみ、片足を前方にキックする。
・膝は十分に伸ばして足先を腰の高さ以上に上げる。
・腕の動きは自由。ただし、全員が同じタイミングで実施する。

・腕立て伏せの状態から、腕を屈伸して上体の上げ下ろしを行う。
・両膝は伸ばしたまま行う。足幅は自由だが、腕の屈伸は全員が同じタイミングで実施する。



参加申込み

お申込み受付は先着順となります。
スポーツイベントエントリーサイト「スポーツエントリー」へお申込みください。インターネット(PC、携帯 )および電話でのお申込み
が可能です。

お申込みについてのお問合せ先

大会および選手登録についてのお問合せ先

一般の撮影規制について

お願い・ご注意

【インターネット】
※インターネットからのお申込みの場合、スポーツエントリーへのメンバー登録 (無料 )が必要です。
※インターネット(PC、携帯 )でのお申込みは、9月28日 10時から11月11日 17時までの受付となります。
PC　http://www.sportsentry.ne.jp
携帯　右記QRコードからアクセスしてください。

【電話】
TEL　0570-037-846(月～金：10:00～17:30受付 )
※大会チラシなどと筆記用具をご用意の上、お電話してください。

スポーツエントリー
TEL 0985-35-8665 (月～金 10:00～18:00受付 )

社団法人日本エアロビック連盟
TEL 03-5796-7521 (月～金 10:00～18:00受付 )
ホームページ http://www.aerobic.or.jp/

選手の人権と大会の権利を保護するために、報道関係者を除く一般 (大会関係者を含む )の、競技会における撮影について以下の
制限を設けます。関係者のご理解、ご協力をお願いします。

● 本連盟が主催・主管する競技会における写真およびビデオ撮影 (以下「撮影」と略す )の制限
観客席およびアリーナからの撮影を以下の通り制限します。
本連盟が主催・主管する大会においては競技中のみ撮影は可能。撮影禁止エリアでの撮影、フラッシュ撮影、赤外線撮影装置
などを利用した撮影は禁止します。また、大会主催者・主管者が撮影目的や内容を確認させていただく場合はありますが、そ
の指示に従っていただきますようご協力ください。撮影可能区域 (競技中のみ撮影可 )において撮影した画像、動画を営利目
的に利用することはできません。それらの画像、動画をウェブサイトやその他印刷物に掲載することもできません。

以上の制限を厳守しない撮影者に対して大会主催者、主管者が録画物を没収して、必要に応じて関係機関に引き渡します。

● 参加料入金後の払い戻しはいたしません。
● 参加者の個人データは本大会の運営以外の目的では使用いたしません。
● 参加者の肖像権は主催者に帰属します。使用する音楽は、VTR等を制作・使用する場合において差し替えることがありますが、
 その場合の権利は主催者に帰属します。
● 参加者の当日の怪我については主催者が応急処置をしますが、その後の責任は負いかねますのでご了承ください。
● 荷物の紛失についての一切の責任は負いかねます。


